
                          ２０１５年２月３日 

世界平和を願っている世界中のみなさまへ 

 
NGO こめ（光命） 代表 富井冨士子 

 
争いや奪い合いなどの負の連鎖を止めることができたらと祈念しています。 

お読みいただき、宜しいようでしたら、ご協力お願いします。（拡散大歓迎） 

        
私たちは、幼子の笑顔を未来に繋げる「未来づくり」を考えました。 

 

子どもたちが観ています。子どもたちは、観たことを繰り返すのです。 

子どもたちに繰り返して欲しい「未来づくり」を、今、始めてみませんか。 

 

お米作りで、平和な世界づくりを始めてみませんか。 

 

世界中の砂漠に、お米を栽培することができたら、世界中が平和になります。 

人は、食べることで生かされています。 

お金や爆弾や武器を食べて生きているのではありませんから。 

 

そのことに気付いた人たちから、立ち上がり「未来づくり」を始めませんか。

静かに楽しく未来を創る姿を、観て育った子どもたちが、私たちが始めた「未

来づくり」を引き継ぎ、戦争のない平和な世界を継続してくれることでしょう。 

 

 

私たちは、世界中の砂漠にお米を栽培することで、世界平和が叶うだろうと

考え、その為の準備を行ってきました。既に実施可能構想としてパンフレット

にまとめてあります。モデルづくり建設予算を２００億円と想定し、今年、モ

デルづくり建設が叶い準備することが出来れば、来年から砂漠にお米作りを始

めることができると考え働きかけています。 

 

この構想は、日本国内の内需拡大産業になる構想でもあります。日本でも、

都市と地方の格差が著しく、私たちの地域は長く苦渋を舐めてきました。その

是正として、国が地域住民の考える地方活性化構想提案を呼び掛けました。そ

の流れに乗せるべく提案も行っています。 

 

これまで、私たちの構想は、「モデル（パンフレットの呼び水事業）」が作品

（製品）という捉え方であること、世界に例のないことから、インターネット

等の媒体を使用しないで、普及活動を行ってきました。 

 

私たちは、宗教については詳しく分からないのですが、イスラム教やキリス

ト教等の教えの中に、人類が神様とお約束したようなものがあるのでしょうか。

そのお約束した期日が近いのでしょうか。 



私たちの構想が、一連の世界の出来事とシンクロナイズしているように感じ、

また私たちの構想を探されているようにも感じ、この度インターネット上に配

信することにしました。 

 

 

私たちの住む地域には、日本一の大河 信濃川が在ります。魚沼産コシヒカリ

米の産地です。そして日本有数の豪雪地で、冬に３ｍ程の積雪があります。厳

しい自然環境ですが、火焔型土器をはじめとする縄文土器の出土から、９，０

００年間程続いた縄文時代の都が在ったのではと言われる研究者も出ています。

しかし残念ながら、そのことを知っている日本人はほとんどいません。 

 

私は、とても緻密で芸術性の高い火焔型土器が出土されたことから、古代縄

文時代には、すでにお米が栽培されていた可能性を感じ、そのことで、平和な

時代が長く続いたのだろうと予測していました。 

 

2006 年に、リビア、エジプトを旅しました。世界遺産登録されている石造建 

造物を観て、平和が長く続いた時代があったのだろうと想いました。地形や古

い民家から、その時代は、現在の砂漠でお米を栽培していたのだろうと想像で

きました。そして、広大な領地の国だったのだろうと想像しました。 

 

リビアに行ったのは、３月末でした。最高気温が２５℃位で最低気温が１０℃

位に記憶しています。エジプトに行ったのが９月末で、最高気温が５２℃で最

低気温が１５℃位に記憶しています。私たちの住む地域は、冬を除いてお米を

栽培しています。リビア、エジプトでしたら、夏を除いたお米づくりが可能な

ように考えています。ハワイでは、年に３回お米栽培ができたそうですから、

年に２～３回栽培できるようになるのではと想います。 

 

 現代は、人類が宇宙に頻繁に行く時代です。とても高度な科学技術が開発さ

れています。世界中の知恵と技を集めたら、必ず砂漠でもお米を栽培すること

が可能になります。ナイル川と信濃川、大きさでは敵いませんが、地形的類似

点があります。私たちの地域には、お米作りや農業や土木技術があります。 

 

私たち NGO こめ（光命）は、品種改良を重ね砂漠で栽培するためのお米の種

を準備しました。また、空気中のチッソを大地の栄養とする農法の実証実験を

済ませ、その農法に必要な資材を作る設備の為に、科学技術者から開発いただ

き参加いただいています。既に特許も取得しています。 

 

子どもたちの未来の為に、砂漠にお米をつくる支援者も、世界中から沢山参

加されると想っています。 

 

 この続きは、次ページのパンフレットをご高覧いただければ幸いです。 
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支援
　NGOこめ（光命）は、彗星捜索家・木内鶴彦さんの提

唱されているＮＧＯ活動に賛同して、新潟県中越大震災

の翌年（2005年）10月22日に、復興を誓い発足しました。

そのような経緯から、木内さんが代表されている

NGO ＧＲＥＥＮ ＧＡＩＡの活動を支援したいと考えています。

　㈲富井冨士子事務所は、NGOこめ（光命）活動を目的と

し屋号とする、地域（まち）おこしのソフトとハード設計

を行っている地域開発コンサルタント会社です。誰もや

ったことのない企画や設計、そして運営は、考案者が責

任をもって施設建設、人材育成、地域（まち）づくり指導、

施設運営を行い、地域経済や地域住民が育った立ち上が

りまでを行わなければ、地域おこしの任務を遂行したこ

とにはならないと考えています。そのようなことから、

それら一連の事業委託を受託して行うことのできる定款

の会社となっています。
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ホームページ　http://www.ngokome.org/ecotopia/
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　NGOこめ（光命）は、彗星捜索家・木内鶴彦さんの提唱さ
れているＮＧＯ活動に賛同して、新潟県中越大震災の翌年
（2005年）10月22日に、復興を誓い発足しました。その
ような経緯から、木内さんが代表されている
NGO ＧＲＥＥＮ ＧＡＩＡの活動を支援したいと考えています。

　㈲富井冨士子事務所は、NGOこめ（光命）活動を目的とし
屋号とする、地域（まち）おこしのソフトとハード設計を行って
いる地域開発コンサルタント会社です。誰もやったことのな
い企画や設計、そして運営は、考案者が責任をもって施設建
設、人材育成、地域（まち）づくり指導、施設運営を行い、地域
経済や地域住民が育った立ち上がりまでを行わなければ、
地域おこしの任務を遂行したことにはならないと考えてい
ます。そのようなことから、それら一連の事業委託を受託し
て行うことのできる定款の会社となっています。





支 援 金 支援金のお振込先

「木質資源新素材転換センター」の事業化⇒未来循環博in十日町市圏域！

「（循環産業社会ムラモデル）」

（循環産業社会ムラモデル）

（人造黒鉛、ナノカーボン、ホワイトカーボン製造センター）

（人造黒鉛、ナノカーボン、ホワイトカーボン製造センター）

（循環産業社会ムラモデル）

建設予定地：十日町市内（十日町市圏域（十日町市・津南町・長野県栄村・旧高柳町 含む））

明るい未来づくりは、みなさまの支援金で始まります。
ご支援よろしくお願いします。




